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【,以増減損益朓朒為暦率】
(儀鳳暦を参考に修正)



暦率＝損益朓朒±加時轉率 ------(47')
暦率

参考までに通率/差率を使用した計算例を768年閏６月で示す。

閏6月經朔入轉日は計算すると21+1552/3040なので、

22日のパラメータは表3より朓朒積=－1222、損益率=73、通率＝94.5、率差＝43から、

加時轉率=((1552/2× 43÷3040 － 43）＋94.5)×1552/3040＝31.9

暦率 =－1222 + 31.9＝－1190.1 (内田B)式とほぼ同じ結果)

轉餘 = 1552＋(－1222＋31.9)/2 = 957.0

定率 = (957.0 × 43÷ 3040 －43.0＋ 94.5）× (－1190.1) ÷ 3040 ＋ 31.9＝ 6.4

定数＝朓朒積＋定率＝－1222＋ 6.4 =－1215.6 (内田C)式とほぼ同じ結果)

（損益率後率＋損益率先率）÷２＝通率 -----(44)

（損益率後率－損益率先率）＝率差 -----(45)

加時轉率 ＝

前多者：{（（通法－入餘）×率差÷通法＋率差）÷２＋通率}×入餘/通法 -----(46)

前少者：{（入餘÷２×率差÷通法－率差）＋通率}×入餘/通法 -----(47)

【暦率＝損益朓朒±加時轉率】 -----(47')

轉餘＝入餘＋【暦率】÷２ -----(48)

定率＝

應益者：（総法－轉餘）×率差÷通法＋通率）×轉率÷通法 ±轉率 -----(49)

應損者：(轉餘×率差÷通法【－率差】＋通率)×轉率÷通法±轉率 -----(50)

(入轉朓朒)定数＝損益朓朒±定率 -----(51)



16

具体的には、定数＝朓朒積＋定率＝－1222 ＋ 37.3 = －1184.7。















































進朔については最新版(2022/12)を参照ください。
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